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近世 に お け る質量標準 の 変化

岩　田 重　雄

1． は じめに

　わが 国の 質量標準は唐の 制度を導入 し ， 大宝令

を欄定 し て か ら明治初年まで の 間 ， 大きな変化は

し なか っ た とい われて い る 。 しか し 1，200 年間に

は多少の 変化があ っ た の で は な い か と 思 わ れ る

が ， 詳細は 明 ら か に さ れ て い な い 。

　本報告は近世に おけ る分銅 ， 定位金銀貨幣の質

量 の 測定値と換算表を基 に し て ， 質量標 準 の 大凡
の 変化を実証的に 復元 し た もの で ある 。 本報告で

対 象 とす る年代は 1573年か ら1890年 ま で とす る 。

2． 質罍の 測定値と換算表による推算

　 2．1， 分　　銅

　質量標準 の 変化は質量 が厳密に 調整 され て い る

分銅の ， 製造 された 年 代が明 らか で あれ ば容易に

決定で きる 。 し か し近 世 の 分銅は 極印等か ら製造

年代を定め る こ とは極 め て 困難 である 1）
。 したが

っ て 質量標準 の 変化に つ い て は 参考値の 役割 しか

は た さな い 。 本報告で は 質量標準 の 基準単位 と し

て 匁（銭）を採用 し ， す べ て の 数値を こ れ に 換算 し

た 。 調査 し た 分銅 の 製造年代は ， 大部分が 江戸時

代中期以後 と推定され た 。 分銅の 中に は 摩耗等に

よ る質量の 著 し く小さな もの ， 腐蝕等に よる質量

の 著し く大 きな もの が ある 。 そ の 他に 極印 の な い

私製分銅 もある 。 こ れ らの 分銅 は統計的 に 棄却 し

た 2）
。 こ の 方法に よ り 170個 の 分銅 の 中で 5個 の

分銅が棄却され た 。こ れ は 全分銅の 3％に 相当す

る。棄却され た 50両の 分銅 は極印の な い 私製分銅

で あ っ た 。 棄却後 の 分銅 の 個数 と標準偏差か ら信

頼係数95％の 信頼区間を求め ， 分銅 の 質量 と信頼

区間 の 比 を計算し ， そ の 値 の 最 小値 で各数値を割

っ た 値を重率 と し た 。 標準偏差 の 求 め られない 分

銅の 重率は 1と し た 。 重率が大ぎい か，また は 個数

の 多 い 分銅 の 位置は単位で ある可能性が 強 い 。 重

率を考慮して 求め た 1匁 の 質量 の 平 均値は 3．747×

10
−3kg

とな っ た 。 こ の 結果を表 1 に 示 した 。
3〜7）

　2．2． 定位金銀貨幣

　金銀貨幣の 中で 定位 貨幣は 戦 国時代宋期か ら製

造 さ れ は じめ た 。定位貨幣は 量 目が定 ま っ て お

り ， そ の 質量を測定す る こ と に よ り質量標準を 推

定す る こ とが で きる 。 もち ろ ん 個 々 の 貨幣 の 精度

は 分銅の場合 よ り悪い こ とが予想され る 。し か し

大判 と小 判は通用 する ま で の 間に 3 回 は天び ん で

質量 を調整 し て い る 。ま た 極め て 多数の 同一貨幣

を測定すれば ， 結果に お い て少数の 分銅 の場合 よ

りも正確に 質量標準を推算す る こ とが 可能 となる

で あろ う。

　大 閤小法 馬金は 大閤小分鈿金 ともい わ れ ， 旧尾

張徳川 家所蔵の も の で ある 。 厳密な意味で は定位

貨幣 とい え な い が ， 質量が 1個 毎に 調 整 し て あ

り ， 質量標 準を推定す る上 に 貴重な もの で ある 。

年代は 1573〜1595年 と比定した 。

　 戦国時代末期か ら明治時代初期ま で の 定位金銀

貨幣 の 質量 と品位 の 実測値は 甲賀宜政の ま とめ た

もの が最 も信頼され て い る
8＞

。 そ の 序に は

　 此書 ハ 余 ガ造幣局試金部長 トシ テ多年本職中取

　　調 ベ タ ル 古金銀 ノ 品位量 目等 二 関 ス ル 詳細ナ

　　 ル 数字ヲ記録 セ ル モ ノ ナ リ　 将来 此種 ノ調査

　　 ハ 完全 二 施行 シ 難 カ ル ベ キ ヲ 思 ヒ 後 ノ 研究者

　　 ノ 参考ノ為 メ 全部 ヲ浄書 シ テ 之 ヲ銭幣館 二 寄
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va−一種類ノ ミ ニ プ ラズシ テ異種類 ノ 品ヲ混入 セ

　 シ 疑 ア ル モ ノ ハ 平均 品位 ヲ求 ム ル ニ 不 適当ナ

　 ル ヲ 以 テ総 テ除外 セ リ

造 幣局 二 於テ ハ 金銀 ヲ秤量 ス ル ニ 創業 ヨ リ明治

　二 十 五 年度量衡法実施 二 至 ル V デ 英 吉 利 ノ

　 厂オ ン ス ， ト P イ」ヲ使用 シ タ リ　之ヲ匁二

　換算 ス ル ニ ハ ー
「オ ン ス 」 ＝ 8 匁2944 ノ 比 ヲ

　用 フ ベ シ

金座 二 於テ使用 セ ル 匁 ハ 度量 衡法 ノ 匁 ト正 合 ス

　 ル コ ト ハ 余 ガ 古金貨幣 ノ 実物検査 二 依 リ テ 確

　実明瞭 トナ レ リ

昭和 五 年三 月　大森 ノ 寓居 二 於 テ　工 学 博 士

　　　　　　　　　　　　　　　 甲賀宜政

とあり ， 現在に お い て も古金銀貨幣の 質量 と品位

を ま とめ た もの で ， こ の 右に で る もの がな い ほ ど

貴重な記録で ある 。 こ の 中に は 天 正大判か ら貨幣

司吹
一
朱判銀ま で の 質量 と品位 の 実測値が の っ て

お り， 各 地 の 大名 の 発 行し た 古金銀貨幣，金座人

永野氏の 手帳か ら写 し た古金銀貨幣の表 まで の っ

て い る 。 こ れ は は じめ 斎藤大吉9）に よ り引用 さ れ

て 以来 ， 数多 くの 書籍 IO〜12）に その ま ま転載 され

て い る 。
こ の 手稿 が一応完成 され た 1930年に お い

て も ， な お 随処に書込みが あ り ， そ の 上 誤記 ， 誤

算が各所に あ り ， 甲賀宜 政は 他 日改訂 して 印刷す

る こ とを予定 し て い た の で は な い か と 考 え ら れ

る 。 誤記 の 主 な もの は貨幣の 枚数 で ， 誤算 の 主 な

もの は重率を考慮せ ずに 平均値の 平均 を 計 算 し

て い る こ とで あ る。 こ の 表 の 中か ら鋳造年代 と質

量 の 双方が確定で きるもの だけを選ん だ 。 鋳造年

代は 甲賀宜政 の 定 め た もの が精密を欠い て い る た

め 13），日本貨幣史 の 表 を基準 に し た
12）

。 1個毎 の

質量が 測定 され て い る もの は 標準偏差を計算し ，

重 率は 分銅 の 揚 合 と 同様に 計算 し た 。衰 2 に 計算

し直 し た 結果を 示し た 。
＊ ＊ は 21個 ， ＊ ＊ ＊ は31

個 の 平均品位で あ る 。

　2．3． 換 　算　衷

　江戸時 代か ら明治時代に か け て 多 くの 度量衡換

算表が発行され て い る 。
こ れ らの 表 に は ヤ ー ド ，

ポ ン ド法や メ ー ］・ル 法 との 換算率が の っ て お り，

外国の 分銅の 質量か ら ， わが国の 質量標準を推定

す る手が か りに な る と考え られる 。 換算表が数多

く作 られた 19世紀以後は ，
ヨ ー ロ ッ パ 諸国の 精密

天 び ん の 感度が著 し く発達 し て い る時代で ある た

め
14＞，比較的高い 精度 で 比較する こ とが で きた で

あろ う。 た とえ ば 1812（文化 9）年発行の 中野娜

圃著 ， 馬場轂里増補 の 「度量考」
15）に つ い て ， 宇

田川榕篭は 「西洋度量衡」16）の 中で

　　轂里翁日
……篇中余が 用 し ……秤子 は守随彦

　太 郎 の 所製を用ふ 　舶来 の 秤 は 予が所蔵 に の 和
　 　 　 　 ア ム ス テ ル ダ ム

　蘭都府亜謨斯的尓達謨 の 製な り

と書 い て い る 。 ま た 1835（天保 6 ）年発行の 「遠西

医方名物考補遺」
17）セこ は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　 ム 　 ス 　 プ

　　名物考凡例載ル 所薬品 ノ 分量 ハ 家蔵亜謨斯的
　 ル 　ダ 　ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ン ド

　爾達謨 ノ薬秤 二 拠テ 考定 ス ト雖 モ 其法馬各 々 少

　差ア リ

とあ り，数学に 長 じて い る緒方章 が宇 田川榛斎 の

遺命に よ り校定し て い る 。 「高嶋流砲術権度量 考」

18）に は

　天保年間在館加比丹仁意満 の 定 め た もの

とある 。 仁意満 とは Johanness　Edewin 　Niemann

と考え られ る 。 彼が長崎の オ ラ ソ ダ商館長を し て

い た の は 1834 （天 保 5）年 12月か ら1838（天保 9）年

11月 ま で の 間で あ っ た 。 す べ て の 換算表が実測値

を基に し て い る とは 限 らな い が ， こ こ で は重率を

1 とした 。

　 メ ー トル 法 と ヤ ー ド， ポ ン ド法で は 換算比が 異

な っ て い た り ， ヤ ー ド， ポ ソ ド法 の 中で もポ ン ド

とオ ン ス で は換算比 が異な っ て い る こ とが ， 同
一

の 書籍中 で あ る 場 合が あ る 。 こ の よ うな時 に は 有

効数字の 桁を以て 区別 した 。 表 3 に換算表に よる

結果を示 し た 。

　2魂 　定位金銀貨幣と換算表による

　　　　質量 標準 の 変化

　1573年か ら1811年ま で は 定位金 銀貨幣の 鋳造 年

代の 平均値 と 1匁当 りの 質量 の 関係の 回帰方程式

を ， 重 率を考慮 に 入 れ た 最 小 2 乗法を使用 して 計

算した 。 1812年か ら1870年 まで は 定位金 銀貨幣 と

換算表 ， 1871年か ら1890年 ま で は 換算表 を基に 同

様に 計算 し た 。 回帰方程式は

　　　　恥1
理
＝ao÷ ［しit 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
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で 表わ し た 。 こ こ で M
、 は 質量 標準 と し て 1 匁当

りの 質量 （kg），　 tは 年代 （A ．　D ．）で ある。裳 4に

回帰方程式 の 係数 を 示 し た 。

　表 4 の 係数を使用 し ， こ れ らの 回 帰方程式を定
積分 して 質量標準 の 平均値を求め た結果を表 5 に

示 し た 。 また測定値 と計算値 の 関係を図 1に 示 し

た Q 図 1 に お い て ， ○は 標準偏差 の 計算で ぎな い

測定値 ・   は 同 じ く計算 で きる 損U定 値 ， △ は換算

表 の 値で ある 。 実線 1〜 3は 回帰方程式 1〜 3に

対応す る 。

3． 考　　察

　 中 国で は 唐か ら清 ま で 質量標準 に 変化は な く ，

1両は 3．730× 10
鼎2kg

に 相当す る とされ て い る 43）
。

日本で は 大宝令 （A ．　D ．701）に よ り唐 の 制度を 導入

し た とされ て い る。中世 の 状態は わ か らな い が ，

16世 紀末か ら18世 紀末ま で の 間 に 大 きな変化は な

か っ た とい え る。た だ 1695（元 禄 8 ）〜1710（宝永 7 ）

年に 急変した 疑が あるが明 らか でぽ ない 。 16世紀

末か ら徐 々 に 減少 し ， 1782年に 最小 に な り ， それ

以後 は 上昇 し て い る 。 表 5 の数値をみ て も江戸時

代中期 ま で は 質量 標準は よ く維持 され た とい え る

で あ ろ う 。 江 戸時 代末期か ら明治時 代初期 に か け

て 急激な上昇を し て い る 。 質量標準が変化 し た原

因 は 明 らか で は な い
。 今後 ， 数量 経済史的見地 か

ら調査す る 必 要が あろ う。

　1871棚 治 4 ）年 5 月 に 新貨条例44）が thl定 され

た 。
こ こ で は

　　 ガ ラ ム 」 ミ リ ガ ラ ム 」オ ン ス 」 ゲ レ イ ン 」 ト

　臼木量 目 ノ 比較 ハ 在来 ノ 秤量 ニ ト リ テ聊 ノ 差 ア

　 リ ト雖 モ 爰 ＝ 其平均 ヲ 取テ 之 ヲ 算 シ 左 ノ 略衷 ヲ

　 以テ 当分比較 ノ 定規 トス

とし て ， 1銭（匁）は 3．756574x正O−3kg と規定 され

た 。 し か し同年 9月 に は

　違算 ノ廉及 ヒ 衍文有之 ＝ 付

3．756521× 10旧3kg と訂正 され た 45）。 こ の 値は 方程

式 2 （表 4 ）を 用 い て 1834〜1870年 の 37年間 の 平均

侮を計 算 した もの に 等し い の で ， 比較 の 対象 と し

た 分銅 は 1870年以前数十年間の もの が主体を な し

て い た の で あろ う。 翌年に 大蔵省伺46）とし て

　我 国権衡 ノ 量之 ヲ仏量 ガ ラ ム ニ 比較 シ テ ニ 分

　六 厘六 毛循環 トス 　是昨年当省造幣寮 二 於テ

　 確定 ス ル 所 ナ リ　 故 二 仏量 八 百 六 十 四 デ シ ガ

　 ラ ム ヲ ニ
ー
ト三 分 ス ル 者即 チー・

銭 ニ シ テ 我国権

　 衡 ノ原
’
量 ナ リ

とある 。 2 分 6 厘 6 毛循環が 1g に 等 し い とすれ

ば ， 3．750000× 10’3kg
とな り ， 後 の 864dg を23分

し た 3．756522× 10L3kgとは 異 な り，矛盾 し て い

る 。 そ の 後 ， 度量 衡取締規則設 立
一

件 記47）で は

3．756521× 10”3kg と し ， 岡 じ 1874年 の 大蔵卿 ， 大

隈重信 の 公布 した 旧金銀貨幣比較表4s）に は 3，7564
59 × 10−3kg

が採用 され て い る 。 こ の よ うに 大蔵省

内に お い て も統
一

が とれ て い な か っ た 。 したが っ

て 政府都内や民 間 の 換算衰 も表 3 の よ うに 混乱 し

て お り ， こ の 混乱 は 1891（明 治24）年 の 度量衡法 の

制定
49）まで続い た の で ある 。 表 6 に 大蔵省の 制定

し た 質量標準 の 一覧表を示 し た 。 すなわ ち新貨条

例が公布 され て も， 20年間は 黴底せ ず ， そ の 間 の

換算表 の 平 均値は 表 4 の 方程 式 3 の 係数を 用い て

計算す る と ， 3．75e × 10
”3kg

とな っ た 。
1891年 の

度量 衡法 で 1 匁を 3．75000x10甲3kg と した の は ，

メ ー トル 法 との 換算に 容易 な た め ば か りで な く，

これ らの 突績 も重 ん じ た か ら で あ ろ う。

　以上 の 結果か ら分銅 の 質量を み る と ， 大部分の

分銅が江戸時代中期か ら末期 の もの ら し い こ とが

わ か る 。 今後， 分銅 の年代測定法が確立すれば ， 更

に 正確な質量 標準の 変化が 復元 で きる で あろ う。

　表 了に 方程 式 1 〜 3 に よ り計算 した 質1量標準 の

変化を示 した 。

4． お わ り に

　近世に おけ る 分銅 と定位金銀貨幣の 質量 ， お よ

び 換算表を 基に ， 統計的な計算に よ り質量 標準の

変化を復元 し ， つ ぎの 結果を 得た 。

　近世に お け る質量標準 は 大 きな変 化 が な く ，

1573・− 1870年 まで の 298 年間 の 平均値 は 1 匁 が

3．736× 10−3kg に 相当 した 。19世紀の は じ め か ら

貨幣標 準 は 異常な 上昇を示 し ， 特に 1834〜1870年
の 37年間 の 平均値 は 3．756 × 10冖Skg

に 達し た 。

1871年に 新貨条例 が 制定 さ れ ， 1匁が3．756521×
10LSkgと決定 さ れ たが ， 徹底 し な か っ た 。

1871年

以 後20年間 の 平均値は 3，750× 10−Skg
で あ っ た 。

こ の 値が 1891 年 の 度量衡法に 採用 され ， 尺貫法が

廃止され る ま で 続い た 。
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　付　　記

　資料の 収集に は 大蔵省造幣局並び に 岡村元市 ，

郡司勇夫 ， 小泉袈裟勝 ， 惣郷正 明 ， 田谷博 吉 ， 中
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た。深 く感謝 の 意を表す る 。
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Change 　of 　Mass　St毎nd 乱rd

　in　Modern 　Japan

　　　　　　　　　　　　　Shigeo　Iwata

　 Tracing　 the　 changes 　 of 　 mass 　 standard 　by

s七atis 七ical　 calculation 　 on 　 the 　 basis　 of 　 the

weights ，　 nominal 　 gold　and 　silver 　 coins ，　 and

metrological 　conversion 　tables　in　modern 　Japan，
七he 　au 七hor　has　obtained 　the　following　 results ：

　 There　had　been　nQ 　great　change 　ln

standard 　 in　mQdern 　 Japan，　 its　 mean

during 　 298　 years 　 from 　1573　 to　1870

3．736× 10噌3kg 　per
“

momme
”
．

　 Since　the　beginning　of 　lgth　century ，

standard 　 has　 been 　 rising 　 enormously ，

maSSvaluebeing

maSSand

especially ，　i七s　mean 　value 　during　37　years　from

1834to 　1870　reached 　3．756 × 10”3kg ．　In　1871 ，

the “Regula七ion　of 　New 　Coins”

was 　enacted 　and

1 “

momme
”

was 　 de士ermined 　 at 　3．756521 × 10
−3

kg
，
　 but　it　was 　not 　universally 　observed ．

　　The 　mean 　value 　during　20　 years　 from 　 1871

was 　3．750× 10｝3kg ．　This　value 　was 　 adopted 　in

the “ Law 　 of 　 Weights 　 and 　 Measures ”in　 1891，

and 　 oon 七inued　till　the　Shaku −Kan 　 system 　 was

abolished ，
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